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PRESS RELEASE                                                   2023 年 12 月 26 日 

報道関係 各位                                                 株式会社 ElevationSpace 

 

”ポスト ISS”を見据えた宇宙環境利用・回収プラットフォームを開発する

ElevationSpace、NEDO「ディープテック・スタートアップ支援事業」に採択 
 

需要が増大する宇宙実証機会を高頻度に提供し、宇宙市場への民間事業者参入を促進することで、 

日本の宇宙産業競争力強化への貢献めざす 

 

宇宙で実証・実験を行ったあと、地球に帰還可能な人工衛星を開発する株式会社 ElevationSpace（代表取締役 CEO:小

林稜平、読み:エレベーションスペース、以下「ElevationSpace」）は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機

構 （以下「NEDO」）が実施する「ディープテック・スタートアップ支援基金/ディープテック・スタートアップ支援事業（以下「デ

ィープテック・スタートアップ支援事業」）」の、2023 年度第 2 回目の公募において、STS フェーズに採択されたことをお知らせ

します。 

 

本事業を通じて、国際宇宙ステーション（以下「ISS」）運用終了後も持続的に利用可能な宇宙実証・実験の”場”を提供するとと

もに、宇宙での実証・実験成果物を地上に”回収”できるという付加価値を持つ、宇宙環境利用・回収プラットフォーム「ELS-R（イ

ーエルエス・アール）」の開発を加速してまいります。 

 

また、無人小型の人工衛星で実証・実験を行う「ELS-R」に加え、有人大型の地球低軌道拠点と連携する「ELS-RS（イーエルエ

ス・アールエス）」の開発につなげていくことで、宇宙環境を利用した実証・実験の場をあらゆる方法で実現・提供し、宇宙市場への

民間事業者等の参入を促進、ひいては日本の宇宙産業競争力強化に貢献してまいります。 

 

 
 

NEDO 「ディープテック・スタートアップ支援事業」とは 

2022 年に政府が決定した「スタートアップ育成 5 カ年計画」に記載の大きな目標の実現に向けて、ディープテック分野のスタートアッ

プに対する投資等を促進しつつ、グローバル市場も視野に入れた事業成⾧や、革新的な技術の確立・事業化・社会実装などを加

速させることを目的とした NEDO による支援事業です。 
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本支援事業では、技術の確立や事業化・社会実装までに⾧期の研究開発と大規模な資金を要し、国や世界全体で対処すべき

経済社会課題の解決にも資すると考えられる革新的な技術の研究開発に取り組んでいる「ディープテック・スタートアップ」に対し、

次の 3 つのフェーズにおいて、研究開発や事業化のための支援を行います。 

 

〔1〕STS フェーズ（実用化研究開発（前期）） 

〔2〕PCA フェーズ（実用化研究開発（後期）） 

〔3〕DMP フェーズ（量産化実証） 

 

また、本支援事業では、事業性担保のため、ベンチャーキャピタル等が伴走支援者となり、助成事業期間中のハンズオン支援等を行

います。 

 

■「ディープテック・スタートアップ支援事業」について（NEDO WEB サイト） 

https://www.nedo.go.jp/activities/ZZJP_100250.html 

 

 

助成事業について 

事業名称 : 高頻度宇宙実験・回収事業に向けた回収型宇宙実験システムの開発 

事業期間 : 交付決定日～2026 年 3 月 31 日 

採択フェーズ : STS（※）フェーズ（実用化研究開発（前期））  

 

※STS＝Seed-stage Technology-based Startups 

 

これまで基礎科学的な実験から産業利用まで幅広く利用されてきた国際宇宙ステーション（ISS）は、構造寿命などの関係から

2030 年末に運用を終了することが決定しており、宇宙環境利用の”場”の継続的な確保が課題になっています。 

 

ElevationSpace は、「ポスト ISS 時代」を見据え、宇宙環境利用・回収プラットフォーム「ELS-R（読み:イーエルエスアール）」

の提供を目指しています。 

「ELS-R」は、無重力環境を生かした実験や実証を、無人の小型衛星で行い、それを地球に帰還させてお客様のもとに返す国内初

のサービスです。 

これにより、従来の ISS を中心とした宇宙環境利用で課題となっていた、低頻度・⾧リードタイム・取得データが限定的といった問題を

解消し、高品質で顧客満足度の高い宇宙環境利用機会を創出・提供します。 

 

中⾧期的には、無人小型の人工衛星で実証・実験を行う「ELS-R」に加え、有人大型の地球低軌道拠点と連携する「ELS-RS

（イーエルエス・アールエス）」の開発により、宇宙環境を利用した実証・実験の場をあらゆる方法で実現・提供することで、民間事

業者等の更なる宇宙産業参入促進や、日本の宇宙産業力強化に貢献していきます。 
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■「ELS-R」サービスの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「ELS-R」サービスのイメージがわかるコンセプトムービー 

https://youtu.be/_2m_GXSDvdI 

 

 

関係者からのコメント 

■株式会社 ElevationSpace 代表取締役 CEO 小林 稜平 

この度、NEDO「ディープテック・スタートアップ支援事業」の STS フェーズに採択いただき、関係各機関の皆様にお礼申し上げます。 

現在、宇宙開発分野は ISS が 2030 年に退役するという商業化への大きな転換点に直面しており、世界中で地球低軌道利用の

あり方が盛んに議論されています。我々が提案した宇宙環境利用・回収プラットフォームは、日本が世界に誇る再突入・回収技術を

活用し、Post ISS の商業利用をリードする場になると考えています。このような社会情勢の中、今回の採択いただけたことはその事業

意義を認めていただけたということに加え、日本の宇宙開発・利用政策においても重要な意味があると思っております。 

事業を通じて宇宙開発利用の裾野を広げ、人類社会の課題解決に貢献すべく、研究開発・事業開発をより一層加速してまいりま

す。 

 

■パートナーVC（※） 東北大学ベンチャーパートナーズ株式会社 投資部シニアヴァイスプレジデント 中川 磨 様 

NEDO 様に ElevationSpace の目指す事業/開発についての可能性をご評価いただき、ご支援いただけることとなったことを大変う

れしく思います。今回のような成果が ElevationSpace の目指している世界観の周知に繋がり、ひいては魅力的な市場形成に繋が

っていくものと考えております。 

東北大学ベンチャーパートナーズ株式会社（THVP）はこれからも、ElevationSpace が目指す魅力的な宇宙産業の実現に向け

て、パートナーVC として全力でサポートすると同時に、多数のパートナーとともに東北地域における実りあるスタートアップエコシステムの

構築を目指してまいります。 

 

※「パートナーVC」とは 

「ディープテック・スタートアップ支援事業」において、伴走支援を主導するベンチャーキャピタル等の事業者 
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ElevationSpace 概要 

ElevationSpace は、誰もが宇宙で生活できる世界を創り、人の未来を豊かにすることを目指している東北大学発の宇宙スタートア

ップです。東北大学吉田・桒原研究室でこれまで開発してきた 15 機以上の小型人工衛星の知見・技術を生かし、無重力環境を

生かした実験や実証などを無人の小型衛星で行い、それを地球に帰還させてお客様のもとに返す宇宙環境利用プラットフォーム

「ELS-R」を開発しています。 

 

会社名   :株式会社 ElevationSpace（英文表記:ElevationSpace Inc.） 

所在地   :〒980-0845 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 468-1 東北大学マテリアル・イノベーション・センター401 号室

青葉山ガレージ 

設立    :2021 年 2 月 

代表者   :代表取締役 CEO 小林稜平 

ホームページ:https://elevation-space.com/ 

事業内容  :宇宙環境利用・回収プラットフォーム事業、宇宙輸送事業、宇宙建築事業 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社 ElevationSpace 広報:武藤 

Mail:pr@elevation-space.com 

TEL:050-3669-1732 


